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Involutions匠関 する 1資科※

田淵 洋

は じ めに

著者は ，19 6 3年の夏vc官森県下北半島大問崎において周氷河地形を示す周氷河土の一種で

ある Illヽ：） luti,Jl料を発見 した。周氷河土の中でも多角形土（亀甲土） ，条溝土などは今ま

で匠も 多くの先学i疋よつて日本各地でいろいろと報告されているが ，Involutions VCつい

ては詳細な救告がほとんどなされていない。そ こでこの小践侭 ．わいて註 ，1・J'[11vo"ut-10n.s

の野］の定淡 ・形窓と溝造 ・成因 ・地図（堆租物 ）との隣係 ・形成時代 ・研究上の目的などにつ

いて外国文欧侭 よつてf担椎氾検討し ，最後妬具体的な一例として下北半島大間崎の Inv-:,-

1utio:1s を報告すふ

第 1 図

t 

In vo 1uti ~n(ベ

。 4 i? e e t --| 
（原函 R. p、Sharp)

T Involutions K.ついて ，

a) Involutions の用語の定義
1) 

Involutions とは ，ーロ侭言えば第一図 ．侭示 した如く地陪中ある いは互陪をなす

地層中にみられる 不規則な 乃也層の乱れ，，または，，巻き込み，，であり ，R.F.f;'J.int

2) 
(1 9 6 1) tとよれば ，J .P. S hC fer (1 9,1 9)は Involutionsという名称を

） 
もちい ，M.P.Billings(1960~) VCよれば ，R.P.S1orp (19.12)は
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Periglacial involutions とい う名称を iヽちいている。

ドイツでは P.WoldStedt (1961 f）がこの地層の乱れを W むrgebodenと

4) 
か Taschenboden とよんでいる。充たフランスでは ，トリカル (19 6 3) が上

記の用哩以外(IC Plication という用垂のあることを紹介している。 この他妬 w.H. 

Theakc;tone (1 9 6 5))は ，ノルウェーの調査で Conterticnなる用陸を 水

ちいている。

） これ陀対 し本邦 i,C おいては鈴木秀夫 (1962~ が Taschenboden の訳誇とし

て＃氷袋土＂なるよび名を 水ちい ている。

b) Involut1rin.s の形態と溝造

2) 
この不規則な地層の乱れである Involutions の形態について， Flint はでた

らめな構造で横からの連続はないと沐ぺ Invoiutions と Icethruc;t とを区別

1) 
している。 Billings は Inv<>lutions を形成している地層匠注意をむけ ，シ

Jレトと粘土の不規則な塊 (mass)が砂に貫入 したものである、 と述ぺている。また
. 3), 

Woldsted¥ は ，Taschenboden の形態は堆積隊が袋状に嵌入したかので金魚鉢，

あるいは腸問膜に似ており ，粘土質の雫状の垂下物 (Druip staorts )が大体垂直

の長い尾で下位匠くる砂屑あるいは砂質のi番を貫通 している如、のだと述ぺている。一方ト リ
4) 

カル は ，Involut()nsの形態が 2つの水平匠おかれた万力の間で搬性物質を唱曲させ

ながらおこなう構造迎動が示す変形に極めて似ていることを指摘している。

C) 成 因

2) 
Fl intは ，Involutinnsは絶えず茨結している土地で強度な差別のある咬結と融

解！てよつて形成されると述ぺている。

1) 
Billings は ，Flintと同 じく 差別のある凍結と融解の結果 Invulutions の

形成される ことを指摘したが ，また grDund ice の mass (i.)棉造とその融解に よつて

3) 
水形成されると指摘している。 Waldstedt は ，永久味土層の上にある融解土の再氷結

の結果 ，Druip-staartsが深層へ突き込むこ と侭 よつて 'l’aschenboden 生ず

る立のであり ，この運動には水平 と垂直の作用があるが ，涼結の生ずる土撰の岩質 ・粒径な

どとい関係が深いと述ぺている。

4) 
トリカル は Inv口1utions は永久凍土屠と涼結した表層の間でモリゾル（融解土）

の屈力：倍曲して形成されるi、(l)であり，サンドウィッチ 状の正縮作用の結果によるもので

あると述ぺている。
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d)地層 （堆積物）との関係

2) 
Flint は InVO 1 U ti On 8 は氷期と氷湖以外の Pl e is to ca□ eの層をな し

た准積物中に認め られるとだけ述ぺているが ，他の研究者は粒径との関係花ついても ふれて

1) 3) 
おり ，Ilillings は砂 ・ツル ト・ 粘土の陪にみられると述べ Woldr-.tedt は砂利

(Kie.sen)と細砂 (Fein,,ran Sand an )の本来の互層 ，吐たは ローム質（粘土

4) 
質）の地隔に認め られると述ぺている。 トリカル 水砂 ・シルト・ 粘土の互層であるか ，色

もしくは性質の異つた地暦で Invo1uti0ns は特に明瞭だと述ぺている。

e)形成時 代

Involutions の形成された時代についてみてみると ，化石状態で現在も保存されて

いる{‘の代関する報告が主であり ，F'lint は Schafer の Montana,Choteau

1) 
近く の Wisconsin 氷期の例 ，Ilillings は Sharp の Illinois におけ

4) 
る Late Middle Wir,consin 氷期の例，そしてトリカル はヨーロッパの Wurm

氷期の例をそーれぞれ具体例としてあげている。

f)研究上の目的

In v・o 1 u t ions は周氷河地形を研究するために調査をするのであるが ，
2) 

Fl int 

は絶えず涼結している土地でこの状態がはつき りすれば過去の気候を復興するの匹貴頂な

4) 
paranreter となることを指摘している。また トリカル は Involutionsが寒冷

気候がなくなつた後まで第四紀周氷河地域の砕屑階の中陀化石状態で保存されていることが

多いので ，古気侯の投重な インディ ケークーとなると述べている，

以上述ぺた如く各研究者のもちいている用竪の意味にさしたる明瞭な定義の違いがない。

そこで著者は下北半島匠おいて Involutionsを用語として もちいる ことにした。

JI 下北半島 ・大間崎の Involutions 

本州最北端の下北半島は ，気候的vcぷヽ本州で一番寒いところである。下北半島には高度 1,(1

D D m 以上の高山がないために北海逆の日高山脈 • 本州の日本アルプスにみられる ような第四

紀洪租世の氷河時代の氷蝕地形は存在 していないが ，今回の調査によりかつての氷期に下北半

島は海岸線のそばま で氷河の発達している寒冷な地域にすぐ隣接するような寒冷な気候下の地

帯”周氷河地帯へであったことが明らかになつた。

a)位撰

周氷河地形の証拠である Involutionr. を発見 した位置は ，下北半島の北西端の大
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第 3図 第 5段丘 の 段 丘 堆 積 物の柱状図
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腐棺混り黒色砂陪

暗灰色砂丘砂陪

腐植混り焦色砂展

暗灰色砂丘砂！名

腐棺混り黙色砂屑

暗灰色砂丘砂Jfli

暗黒色腐棺陪 （下部は粘土質）

存灰色粘土層

茶褐色粘土質砂屈

黒褐色砂陪

背灰色粘土階

黙褐色砂r~

赤褐色砂礫感

基盤の頁岩（大間屈 ）

13 

14 
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間町か ら北東約1Kmの海岸段丘の段丘崖のそばである（第 2図参照）。大間崎付近の海岸段

丘は大矢雅彦 ・市瀬由自 (1957)6) 匠よつて調資されており ，Involutions(l)

みられた地点は標裔 15 IDで ，大間綺付近忙広く発達する大矢 ・市瀬の第5段丘に相当する。

b) 地 層 との 関 係

第3図は Involutions (/.)みられた地点の第 5段丘の段丘堆梢物を示す柱状図である。

柱状図で述べる と，⑭の青灰色粘土層と⑰の茶稀色粘土質砂層の境目 噌⑰の粘土質砂層の中 ，

そしてRとcの黒碗色砂屑の両層の境目 Vと不規則な地）薔の乱れ ，Involutions が認め

られた。 この地樹の乱れを Involutions と判定したのは，この地層の乱れが先tと述ペ

た Involutions としての形態と楷造的な特徴を もっており ，さらVCFlint以下各研

究者の指摘する深度内の地中陀形成されていたからである。 すなわら Flint2)は Invo-

1utions の形版される深さ代は限度がわ り4m以浅だと 述ぺており，また加Oldstedt

3) は現在ま たは過去の地表面から 1~2 m以浅だと指摘し ， Billings1) も Q.9~ 3. 6 ID 

ぐらいの深さiて形成されると述ぺている。これ匹対し大i祖街の Involutions は現地表

面からでも約3mの深さであり ，形成当時の地表面は現地表面より約 1.5 m下である と考え

られるので，当時約 1.5 IDの地表面下(I召診威されたものと推定出来る。 この点匠ついては後

述する。

Involutions の形態tとついて述ぺると ，⑦の茶褐色粘土質砂層と⑪の患稀色砂層の・

境目忙みられる Involutions は ，特花明瞭で下陀凸な曲線で一見唐草模様か迎の花の

ようで不規貝りな曲線の連続であ4 1つ双賄如波馬が25~5び夜蕊高10~20C叫渡のものが多い。

C)成因

この Involutonsの成因は，凍結。紐鵡名が（りかえされる寒冷な気俣条件下の時VC,

水で容易忙飽和状態Vてなる粘土溜 ，あるいは枯土のよう妬粒径の小さい物質からなる地］習が ，

液体状態から固体状態('C変化する時4％ほど急激な体積の増加と圧力の発生を生じる水の物

埋的特性 4) !てよって形成されたのであろう。すなわち ，地表面からの凍結しこよって ，Rの

青灰色粘土層が下位の凍結匠よる膨張圧の小さ:v,(2）の茶褐色粘土質砂廣に ，さら匠⑰の茶渇

色粘土質砂）面がさらに下位の＠黒褐色質砂版匹突出し，凍結・恕解の（りかえし妬よって地

熙が乱れ Involutonsが形成されたものと推定する。 ． 

d) 時代

大間崎付近匠はみどとな海岸砂丘が発達しているが ，この砂丘は大矢・市瀬 (1958)7)

してよつて調蒼され ，かつて 3回の砂丘形成期があり ，一番最古の砂丘は砂丘砂層中（Iとはさま
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れる当時の地表面である腐梢層から出土する土器などの遺物佐よつて縄文早期頃忙形成され

たものとされている。

Invo1utions を発見した大間際の蕗頭でも 3層の砂丘砂／蜀が堆積しており ，最下位

の⑥砂丘砂展は大矢 ・市瀬 7) のいう縄文早期頃匠形成された砂丘化対比出来る。また⑮の

砂礫階は珪岩 ・ 粘板岩 • 砂岩 ・ 火山岩な どの小礫からなり，赤褐色で風化した腐 り 涙である。

下北半島では半島西南部の中新統の各種火山砕屑岩 ・堆積岩 。火山岩からなる丘陵上匠各

種の母岩が直接風化 した赤色土壌が分布しており，この赤色土壌は松井健 ・加藤芳郎 (19 

6 2) 8) (をよつてほぼ下末吉期Vこ相当する温暖期竹一生成した古土艇の残存物とされている。

大間崎の赤褐色の腐り礫も段丘などとの対比から赤色土化 した地層と考えられる。

以上の点から大間崎(/~ Involutions はおそら（ヴユルム氷期匠柱状図でいうと④の

砂丘砂屠より上位の地層をとり除いたその当時の地表面からの凍結 。融解のひんばん柘くり

かえし妬よつて形成されたものであろうと考えられる。
註1)

註 1) 柱状図『ーよつて述べると⑦の黒色腐棺隔の下部（粘土質の部分）とRの背灰色粘土

彫の上部VCは20へ 30は間隔でクラックが人つているのが露頭の垂直断面で認めら

れたか，この部分を水平断面を 作つて観察したらクラックは径 20へ 50cnlの多角形

土であることか明らか佐なつた。

（大学院博士課程 1年在学）
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